
 

 (英語文字起こし原稿の翻訳) 

はじめ５分程度、最初案内があった Zoomアドレスが間違っていたたため、混乱。 

そのため開始時間が遅れる。 
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[Kei - RI Staff] 21:03:02 日本事務局 

こんにちは。 

 

[ローリー・マッカーシー 会員体験グローバルディレクター] 

こんにちは、クンバワからヨコソ。私の名前はローリー・マッカーシーです。 

そして、私は皆さんのウェビナーを担当します。 

私が本日の司会を務めさせて戴きます。今

日のパネリストの音声を聞くために、日本

語の通訳をクリックしてください。 

本日は、ジョン・ヒューコ事務総長は参

加できませんが、事務総長を支える最も有

能な最高責任者の方々をお招きし、情報共

有と皆さまからのご質問にお答えいただく

機会を設けています。 

本日のイベントを企画し、私たちを一堂に

集めてくださった水野理事に心より感謝申

し上げます。 

水野理事には、画面上の名前を変更していただき、どの方が水野理事なのかが分かるよう

にしていただきたいのですが、残念ながら、パネリストのリンクが一部の出席者と共有さ

れてしまい、どの方が水野理事なのかが分かりません。 

水野理事の名前を「理事」に変更していただけると、開始するにあたって非常に助かりま

す。 

はい、了解致しました。残念ながら、まだ 50人ほどの水野理事がいますので、どれが正

しいのか私にはわかりません。 

わかりました。舞台裏で作業できるかどうか確認してみます。Tomohiroさん、水野理事と

協力して、理事を呼び出して名前を変更するのを手伝ってもらえますか？時間の都合上、

私もそうしたいと思います。 

間もなく水野理事からお話がある予定ですが、私が代わりまして、本日お聞きいただく

内容について少しお話しさせていただきます。 

このウェビナーを企画してくださった事務局長に感謝いたします。また、本日ご参加くだ

さった皆さまにも感謝いたします。 

本日は、ロータリー事務局の業務について少しお話します。 

ガバナンス構造、特に組織としてのロータリーとはどのようなものか、また、その仕組み

についてです。さらにロータリーの財務についてもお話いただくほか、ロータリー・テク

ノロジーについてもお話いただく予定です。 

それでは、ロータリーの顧問弁護士であるスティーブ・ラウトバーグ氏をご紹介いたし

ます。ラウトバーグ氏には、事務局の運営方法について、より理解を深めるお手伝いをし

てもらいます。事務局の複雑な部分について説明し、ガバナンス構造についてもお話しま

す。それでは、スティーブ、プレゼンテーションを始めていただけますか。 

 

[スティーブ・ラウトバーグ] 法務顧問 

いいえ、問題ありません。 

 

[ローリー・マッカーシー 会員体験グローバルディレクター] 

スティーブ、ちょっとお待ちください。あなたの音声に技術的な問題が発生しているよう 

ヘッドセットは使えますか？ 

いいえ、まだできません。まだこちらからは聞こえません。不明瞭に聞こえます。 

では、サウンドの問題を解決するまで、ジュリーに切り替えておきましょうか？ 

 

[スティーブ・ラウトバーグ] 法務顧問 

今、私の声がよく聞こえますか？ わかりました。申し訳ありません。マイクを交換した

ばかりです。こういうことは起こるものです。交換しなければなりません。念のため、も

う一度最初からやり直します。私の名前はスティーブ・ラウトバーグです。 

 



[ローリー・マッカーシー 会員体験グローバルディレクター] 

ああ、今の方がいいですね。今なら聞こえます。わかりました。 

ありがとうございます。 

 

 
 

[スティーブ・ラウトバーグ] 法務顧問 

私は国際ロータリーの法務顧問です。つまり、最高法務責任者となります。 

私は国際ロータリーに 28年ほど在籍しており、かなりの経験があります。今日はまず、

ロータリーのガバナンス構造について簡単に背景をご説明します。 

そして、それに続いて、国際ロータリーとロータリー財団の複雑な部分について見ていき

たいと思います。 

会員が日頃考えないようなことについてです。皆さんにとっても興味深いことでしょう。

それでは最初のスライドをご覧ください。 

国際ロータリーに関する基本的な情報です。国際ロータリーはイリノイ州の法人です。イ

リノイ州で非営利法人として法人化されています。そして、申し訳ありませんが、皆さん

のクラブの会員は、国際ロータリーの会員ではありません。クラブが国際ロータリーの会

員です。その結果、RIの統治に対してかなりの監督責任を負うことになります。 



これには、まず、規定審議会における責務が含まれます。地区代表議員によって代表され

ています。もちろん、3年に一度開催される規定審議会は、ロータリーの組織規定文書、

すなわち、定款、細則、標準ロータリークラブ定款のすべてを改正・改訂する責務があり

ます。 

そして、偶然にも、審議会が数週間後にここシカゴで開かれることをご存じかと思いま

す。国際ロータリーの会員であるクラブが統治監督を行うもう一つの方法は、RI理事会の

理事を選出することです。指名委員会の手続きを通じてです。それでは次のスライドへ進

んでください。 

 

法律により、イリノイ州法により、RI理事会は国際ロータリーの業務と資金の管理に責任

を負います。理事会の組織に対する権限と責任は、実際にはかなり広範にわたります。そ

の中には、事務総長の雇用と評価、国際ロータリーの方針の確立などがあります。 

理事会は、事務総長と事務局による方針の実施を評価します。理事会はまた、戦略計画を

採択し、毎年予算を均衡させる義務があります。理事会は四半期ごとに会合を開き、そこ

で決定を行います。組織の管理運営についてです。理事会は、組織にとって重要な問題や

国際ロータリーの運営について、よく情報を得ています。また、専門知識を持つロータリ

アンで構成されるさまざまな委員会からの助言も得ています。これには、運営、財務、投

資、コミュニケーション、プログラム、情報テクノロジーなどの分野が含まれます。 

もちろん、理事会は事務総長と事務総長のチームからも助言を受けています。 



これには、運営、財務、投資、コミュニケーション、プログラム、情報テクノロジー、そ

の他の分野が含まれます。もちろん、理事会は事務総長と事務総長のチームからも助言を

受けています。 

次のスライドに移ります。 

ここで、ロータリー財団の管理構造について少しお話します。国際ロータリーと同様に、

ロータリー財団はイリノイ州の非営利法人です。イリノイ州で法人化。国際ロータリーが

ロータリー財団の唯一の会員です。 

ロータリー財団には、15人のロータリアンが管理委員を務めています。彼らは国際ロータ

リー会長エレクトによって指名され、その後、RI理事会によって選出されます。 

これらの管理委員のうち 4人は、元国際ロータリー会長でなければなりません。それか

ら、これはご存じなかったかもしれませんが、RI理事会はロータリー財団のプログラム予

算を承認しています。このように、RI理事会は財団の運営も監督しているのです。 

ロータリーの活動。次のスライドに進みましょう。 

 

これは興味深いスライドだと思います。ロータリーで 28年間働いてきましたが、私たち

の組織がどれほど国際的なものなのか、いつも驚かされます。 

しかし、この国際性は、時に複雑な課題をもたらす傾向があることも指摘しておきたいと

思います。 

 



この地図は、私たちが法人組織を置いているさまざまな場所を示しています。 

それでは次のスライドに進みましょう。もう少し詳しくお話します。 

もちろん、国際事務局は 6カ所あります。また、インドのプネーにも事務所があります。 

これは補助的なサポートの拠点として使用しています。もちろん、200以上の国と地域で

46,000のクラブが活動しています。一方、ロータリー財団は 10カ国に 12の協力財団を運

営しています。 

協力財団（ロータリー日本財団を含む） は、ロータリアンがロータリー財団への寄付

に対して税制上の優遇措置を受けられるようにするためのものです。 また、私たちはい

くつかの国で財務代理人を管理しています。 私が述べたように、世界中に法人組織があ

り、それぞれの国の税法やその他の法律、規則を順守することが極めて重要です。 その

ため、私たちはあらゆる種類の書類を提出しなければなりませんでした。 

申告書やコンプライアンスに関する書類など、各地域ごとに提出しなければなりませんで

した。私たちは 29種類の異なる通貨で事業を展開しており、世界中に 160以上の銀行口

座を持っています。次のスライドです。私たちの複雑さの一部は、ロータリー財団のさま

ざまな補助金プログラムの結果として生じています。 

 

 

 



ここに、ロータリー財団の補助金のほとんどの種類のリストを記載しました。私たちは毎

年 3,000以上の補助金を提供しています。 

136ドル以上で、1億 3,600 万ドルです。繰り返しになりますが、ここにさまざまな補助金

プログラムの一覧があります。国際ロータリーとロータリー財団の管理構造について、ま

た、ロータリー、国際ロータリー、ロータリー財団といった組織から生じる複雑さについ

て、少しご理解いただけたかと思います。それでは、ローリーにマイクを戻します。あり

がとうございました。 

 

[ローリー・マッカーシー 会員体験グローバルディレクター] 

ロータリーの仕組みについて、貴重な洞察を共有してくださったスティーブに感謝いたし

ます。 本当にありがとうございました。 

今から皆さまからの質問を受け付けます。以下の「Q&A」ボタンをクリックして、質問を

してください。どうぞ質問を入力してください。 

ここで少し中断し、皆さまに質問を追加していただきます。また、もし皆さんの質問にお

答えできなかった場合は、ご了承ください。 

今晩、セミナー終了後に、ご要望の情報を提供いたします。 

さて、ここで質問がないか確認しましょう。質問を翻訳します。 

いくつかあります。スティーブさんへの質問が 1件あります。報告書の機密性についてで

す。少しお話いただけますか？ 

 

[スティーブ・ルートバーグ（Steve Routburg）] 法務顧問 

そうですね。もちろん、弁護士として、発生する情報の機密性については非常に敏感にな

る傾向があります。理事会で議論された内容です。ですから、どのような立場から言及し

ているのか、正確にはわかりません。 

機密報告書ですが、通常、機密性が求められるのは、理事会が審査し決定するような微妙

な問題です。 法律への準拠を確実にしたり、訴訟に関する問題に対処したりする内容で

あれば、どのようなものでも機密報告の対象となります。 

時には社内方針をめぐる論争が起こったり、選挙をめぐる論争が起こったり、行動をめぐ

る苦情が寄せられたりすることもあります。 

そして、私が機密性とプライバシーの問題について懸念を抱きがちな分野が、まさにそこ

なのです。誰かが特定の問題を抱えている場合、それは、当社が機密性を重視し過ぎてい

るか、あるいは機密性を十分に確保できていないかという懸念です。 

どうぞお気軽にご連絡ください。その件についてお話しできることを嬉しく思います。 

 

[ローリー・マッカーシー 会員体験グローバルディレクター] 

わかりました。ありがとうございます、スティーブ。日本事務局からのサポートを期待し

ています。日本語の質問が 2件あります。 

ええと、私も日本語は話せませんが、今日は日本のロータリアンの皆さんやリーダーシッ

プの皆さんとこうしてお話できることをとても嬉しく思っています。 

 

[スティーブ・ラウトバーグ（Steve Routburg）] 法務顧問 

申し訳ありませんが、私は日本語を話せません。話せればいいのですが。 

 

[ローリー・マッカーシー 会員体験グローバルディレクター] 

もう 1分だけお待ちください。 

繰り返しになりますが、もし本日中に質問にお答えできなかった場合は、ウェビナー終了

後に必ずお答えいたします。時間のことは気にかけています。ああ、質問が 1 件ありま

す。これは実際にはジュリーへの質問ですが、ジュリーの質疑応答セッションまで取って

おきます。 

ええと、繰り返しになりますが、スティーブ、本日は貴重なお時間をいただき、また機密

保持に関する質問にもお答えいただき、誠にありがとうございました。 

 



ここで、次の質問者に交代します。 ありがとうございます、スティーブ。 それでは、ロ

ータリーの最高財務責任者、ジュリー・バークさんをご紹介できることを大変嬉しく思い

ます。 

 

 

 
 

[ジュリー・バーク] 最高財務責任者 

ありがとうございます、ローラ。 感謝いたします。 

 

[ローリー・マッカーシー 会員体験グローバルディレクター] 

ジュリー、どうぞ。 

 

[ジュリー・バーク] 最高財務責任者 

ありがとうございます、ローリー。私の声が聞こえていますか？ 

 

[ローリー・マッカーシー 会員体験グローバルディレクター] 

声ははっきり聞こえています。ありがとう、ジュリー。 

 

[ジュリー・バーク] 最高財務責任者 

ありがとうございます。皆さん、こんにちは。ロータリーの最高財務責任者のジュリー・

バークです。 

私は、国際ロータリーとロータリー財団の財務運営のあらゆる側面を監督しています。 

財務管理、財務計画、分析。財務、投資、企業報告などです。 

会計業務、リスク管理、財務システムとプロセス。そして、私はロータリーで 6年間働い

ています。グレンビュー・サンライズ・ロータリークラブの会員でもあります。 

 

次のスライドをお願いします。ロータリーの財務管理は、組織全体で常に最優先事項と

して考えられています。 

ロータリー内部では、財務管理が極めて重視されており、それは組織全体を通じて継続的

に行われています。 財務管理はロータリー内部で強く意識されており、それはまず上層

部から始まります。つまり、事務総長から執行チーム、上級管理チーム、職員に至るま

で、私たちのリソースの管理が積極的に行われているということです。  

私たちが経費を管理するいくつかの方法をご紹介したいと思います。国際ロータリー細

則は毎年、収支の均衡を義務付けています。つまり、収入は支出と同等か、それ以上でな

ければならないということです。これにより、組織の財務基盤が継続的に確保されるよう

になります。収支の均衡を保つ上で役立つのが、ゼロベース予算の実践です。 

 



 

ゼロベース予算編成の一般的な考え方は、ゼロから始めることです。そして、来年度の目

標を達成するために必要なコスト構造を構築するために、ボトムアップでコストを積み上

げていきます。つまり、これは、ある年度の計画された活動のための予算を編成するとい

うことです。インフレによるコストと収益の増加を単に反映させるのではなく、それらを

予算に反映させるのです。これにより、来年度には実施されない過去の活動にかかる経費

を除外し、行動計画や戦略的イニシアティブに沿った新しい活動に関連する経費のみを追

加することができます。 

新しい活動にかかる経費を追加するだけでは、予算の均衡化ははるかに困難になりま

す。予算を策定するにあたり、日常的な業務作業に関連する経費も検討します。そして、

削減や排除が可能な活動がないか評価します。また、 また、スタッフの職務を削減した

り、追加された活動に必要なスキルを持つ人材に配置転換できないかどうかも検討しま

す。このプロセスを行わなければ、毎年、経費が増加していくことになります。 

ゼロベース予算では、新旧の経費の正当性を立証する必要があります。会員数が横ばい

か減少している一方で、インフレによるコストが継続的に増加している状況において、ロ

ータリー管理は、予算を均衡させるための経費削減方法に重点的に取り組んでいます。 

ロータリーは、コスト意識を重視しています。財務上の責任が最も重要であることを認

識しており、組織として効率性と財務上の慎重さを追求しています。 

 

私たちの経費は、経営陣だけでなく、ロータリーのボランティアで構成される委員会、

例えば国際ロータリー財務委員会やロータリー財団財務委員会でも精査され、評価されて

います。経費削減の例としては、業務の効率性と効果を高めるために、業務方針や手順を

継続的に見直しています。 

また、手作業のプロセスを自動化するか、合理化して効率を高めるよう努めています。 

定期的にサービスに関する提案依頼書（RFP）を要求し、少なくとも 3つの入札を得るよ

うにしています。 

また、私たちは、エバンストンと国際事務局の人員配置を常に監視しています。 

また、可能な限り、低コストの事務局に業務や役職を移行しています。 

スティーブが述べたように、私たちは、ロータリーの外部委託支援業務を担う、完全所有

の営利目的子会社をインドのプネーに運営しています。 

この事務局は、IT 開発に使用されており、事務処理やデータ入力、さらにロータリアンへ

の Eメール対応サポートといった業務を担っています。これらは、経費削減と効率化への

継続的な取り組みを示す、私たちが講じた対策のほんの一部です。 

このような取り組みにより、私たちは組織の長期的な成功を確実なものにするだけでな

く、私たちの周囲の世界にも良い影響をもたらすことができるでしょう。 

次のスライドをどうぞ。ロータリーの財務において重要な考慮事項は、報酬方針です。 

 



 

経費管理を支援するために、私たちは毎年、必要な特定の役職を評価しています。 

また、専門スタッフに公平な給与を支払っていることを確認したいと考えています。 

報酬方針の全体的な目的は、ロータリーが有能な人材を確保し、やる気を引き出し、報

い、その功績を認め、 ロータリーの使命を果たすために必要なスキルを備えた有能な人

材を確保し、その意欲を高め、報い、維持することを目的としています。この方針は、ロ

ータリーの価値観を支え、支えるものです。米国を拠点とする雇用主として、ローリーの

理事会は、ロータリーが有能な人材を惹きつけ、確保することを可能にするスタッフの報

酬方針を採択しました。具体的には、理事会が承認したロータリーの報酬方針は、営利・

非営利を問わず、同等の職務内容を持つ同等の組織において支払われる賃金の 50%（中央

値）を目標とするというものです。これは、ロータリーがシカゴ地域の雇用主に比べ、

50%以上高く、50%よりも低い年俸を支払うことを意味します。本質的には、シカゴ地域

の賃金市場の中央値を目標とし、市場から後れを取ることも、市場を先行することもあり

ません。 

しかし、競争力を維持するために、この報酬方針は、事務局長および統括幹事のジョ

ン・アンドリュース氏を含む事務局の全職員に適用されます。 

非営利団体の職員の報酬は米国で厳しく規制されており、国際ロータリー理事会は、幹部

職員の報酬を毎年見直し、評価し、公表することが義務付けられています。 

米国の所得税法に基づき、国際ロータリー理事会は、同様の役割を持つ同様の組織にお

ける外部労働市場の比較データを参考にするよう義務付けられています。例えば、従業員

数や収益額などです。国際ロータリー運営審査委員会（ORC）は、RA 章典に基づき、国

際ロータリー理事会執行委員会の報酬諮問委員会としての役割を担っています。そのた

め、ORCは、独立した世界的な報酬コンサルティング会社であるWTWから毎年報酬に関

する情報を受け取ります。ロータリーの給与が米国内国歳入法の下で適正であることを確

認するために、執行スタッフが慈善団体の報酬を管理しています。毎年 10月または 11

月、ORCと RI理事会執行委員会は、推奨された給与調査の出典を審査し、承認します。

毎年の 3月と 4月、市場における一般的な報酬を決定するために使用されます。 

ORCと RI理事会執行委員会は、この第三者機関のデータを使用して、事務総長とゼネ

ラル・マネージャーの妥当な給与の範囲を検討し、承認しています。 

次のスライドをお願いします。 ここまで、私たちは経費管理の方法についてお話しして

きました。 それでは、私たちの経費の傾向を見てみましょう。 理事会は最近、過去 10

年間の経費の傾向に関する詳細な分析を含むプレゼンテーションを受け取りました。この

分析では、2016会計年度を基準年とし、2025会計年度の計画までを網羅しています。 

予算とも呼ばれます。2016 会計年度の総経費額を、2025会計年度の計画まで予測しまし

た。各年度の実際の公表された米国平均インフレ率を使用しました。これらのインフレ予

測コストを、国際ロータリーの実際の総経費と比較しました。このグラフは、分析の主な



結果を要約したものです。一番上の赤い線は、米国のインフレ率を考慮した予測コストを

表しています。 

 
青い線は、国際ロータリーの実際の総費用を表しています。緑の線は、PSA 費用を除いた

国際ロータリーの実際の総費用を表しています。PSA費用についてはあまり馴染みがない

かもしれませんので、少し説明します。PSAとは、公共サービス広告（Public Service 

Announcement）の略で、米国における寄付による広告を指します。 

米国の会計規則では、この寄付されたサービスは、収益と費用として公平な価値で計上す

ることが義務付けられています。そのため、収益と費用は同額となります。したがって、

PSA 収益から PSA費用を差し引いた額はゼロとなり、国際ロータリーの最終利益には影響

を与えません。さて、青い線は、国際ロータリーの費用がインフレに遅れをとっているこ

とを示しています。緑の線は、PSA費用を除外しているため、より適切な表現です。 

現金支出を意味しないからです。現金支出がないため、これもまたコスト削減の方法で

す。寄付された広告を、支払うことなく受け取っているのです。ご覧の通り、青い線と緑

の線を赤い線と比較すると、どちらも赤い線を下回っています。つまり、10年間にわたっ

て国際ロータリーのコストはインフレ率よりも低く抑えられてきたということです。ま

た、予測された費用は平均的なインフレ率を使用していることも注目に値します。しか

し、平均的なインフレ率は、技術、人件費、旅行費など、多くの費用のインフレ率よりも

控えめです。これらの費用は一般的にインフレ率が高く、これらのカテゴリーに高いイン

フレ率を適用した場合、私たちの支出はさらに好転するでしょう。では、費用を別の観点

から見てみましょう。 

 

次のスライドをどうぞ。 ここでは、運営費を 3つのカテゴリーに分類しています。 1つ

目は、会員を直接支援する費用です。 ロータリー人頭分担金の 50パーセントは、ラーニ

ング・オポチュニティ、地区指導者育成、クラブと地区の支援といった活動に充てられて

います。 2つ目は、ロータリーの公共イメージを支える費用です。 ロータリー人頭分担

金の 19パーセントは、ブランドセンターのようなツールを支えています。 ブランドセン

ターは、会員が地域社会でロータリーの認知度を高めるために必要なリソースを提供して

います。最後に、テクノロジー、会計、法律上のサポートといった、必要な管理運営と義

務をカバーする費用があります。 

これは国際ロータリーの会費の 22％を占めています。会員サポートにかかる費用の割合

は、過去 5年間で 53％から増加していますが、一方で、公共イメージの向上と管理運営に

かかる費用の割合は減少しています。会員サポートの割合が増加していることは、会員を

支援する必要性と重点がますます高まっていることを示しています。経費削減に努めては

いるものの、実際には経費は常に増加しています。ここ数年の会員数は横ばいか減少傾向

にあります。 



ロータリーが会員の人頭分担金を増額しなければ、2030年までに 4,000万ドル以上の累積

赤字が生じることになります。そうなれば、私たちは、必要とされる最低準備金の目標を

達成できず、予算の均衡化も不可能となります。また、会員向けサービスやプログラムを

削減せざるを得なくなるでしょう。さらに、ロータリーを成長させるための新しい取り組

みに投資することもできなくなります。 

 

理事会は、準備金を支出するために緊急事態を宣言しなければならなくなるでしょう。ロ

ータリーの財務を安定させるには、2桁の会費値上げが必要になるでしょう。これは、実

際、私たちの組織とよく似た組織で起こったことです。 

国際ロータリーについて考えるとき、国際ロータリーの会費を思い出してください。 

国際ロータリーの会費は、会員が支払う金額のごく一部であることを念頭に置いてくださ

い。会員は地元の会費も支払います。地区会費、おそらくは食事代や会議スペースの使用

料も必要です。また、地元のクラブや地区によっては寄付が追加される場合もあります。

会員が国際ロータリーに支払うわずかな会費が、世界中で善行のために団結する世界的な

奉仕団体の一部となることを可能にしているのです。 

ありがとうございました。 

 

[ローリー・マッカーシー 会員体験グローバルディレクター] 

ジュリー、どうもありがとうございました。とても参考になりました。繰り返しになりま

すが、皆さんには Q&Aに回答を投稿していただき、順番に質問にお答えしていきます。 

幸いにも、ジュリー、すでに質問がいくつか寄せられています。このウェビナーに参加し

ている人たちはとても賢い（very smart）ですね。 

最初の質問は、ロータリー財団が米ドルで受け取っている年間の寄付額はいくらですか？ 

 

[ジュリー・バーク] 最高財務責任者 

そうですね、正確な数字は手元にありませんが、3 億ドル以上は受け取っています。 ゲイ

ツ財団からポリオ・プラスに寄せられた 1億ドルのマッチング寄付も含まれています。 

 

[ローリー・マッカーシー 会員体験グローバルディレクター] 

素晴らしい。ありがとう、ジュリー。2つ目の質問は、事務総長の報酬についてです。 

私たちの最高経営責任者です。質問は、彼らの給与は市場価格よりも高いようですが、RI

理事会は妥当だと考えていますか？ 

 

[ジュリー・バーク] 最高財務責任者 

ああ、その質問をありがとうございます。プレゼンテーションでも申し上げましたが、私

たちは ORC（運営審査委員会）、理事会執行委員会と、非常に厳格なプロセスを経ていま



す。また、第三者機関からの情報も利用しています。 慈善団体の幹部が受け取る報酬の

額は、内国歳入庁が管理しています。 ですから、私たちはそれを確認する必要がありま

すし、理事会は事務総長やその他の幹部が不当な報酬を受け取っていないことを確認する

必要があります。 そこで、この第三者機関のデータが活用されるのです。 

規模や職員数などを考慮した上で、ほかの団体との比較も行われています。 それから、

もう一つ申し上げておきたいのは、私たちは 2つの組織から成り立っているということ 

です。 スティーブは組織の複雑性について話しましたが、私たちは 2つの別個の団体で 

あり、国際ロータリーについて考える際には、収益の面から見て、規模の小さい組織であ 

ることを念頭に置いてください。 

ロータリー財団については考えていないようですが、私が申し上げたように、寄付金は 3

億ドルを超えています。 

 

[ローリー・マッカーシー 会員体験グローバルディレクター] 

素晴らしい。ジュリー、どうもありがとう。もう 1 つ質問の時間があります。これは人頭

分担金についてです。あなたの関心が高いテーマであることは知っています。 

この方は、会費が毎年値上がりしていると言っています。 

しかし、一般的な組織では、まず人件費を含む内部経費を削減するのが一般的です。 

RIは経費をどれだけ削減したのでしょうか。 

 

[ジュリー・バーク] 最高財務責任者 

私たちは、必要なことを確実に実施し、必要なことにはできるだけ少ない費用で対応する

という観点から、経費削減に取り組んでいます。ですから、私たちの経費は、私たちが実

施すべき業務によって決まります。 

そして、その業務は、理事会が毎年策定する行動計画に基づく戦略的イニシアティブによ

って決定されます。いくつか例を挙げましょう。 

私たちは予算均衡化に取り組んでいると申し上げました。 

私たちはゼロから始めています。そして、私たちは...私たちは頻繁にそれらの数字を精査

し、改善しています。ですから、人々が最初に提出した予算をそのまま受け入れることは

ありません。 

予算を組む前から、コスト削減のために多くの作業を行っています。  

しかし、私たちは他の方法も検討しています。 私たちが検討しているいくつかの異なる

点についてお話しました。 数年前、私たちはより多くの移動を行い、出版物の数を減ら

しました。 

人気の高さや利用状況を考慮した結果です。また、多くの出版物をデジタル化に移行した

ことで、年間 100万ドル以上の経費削減を実現しました。当時は、7人のフルタイム従業

員がいました。そして、雑誌に限らず、他のプロセスもデジタル化や自動化を進め、その

恩恵を享受し続けています。 

 

[ローリー・マッカーシー 会員体験グローバルディレクター] 

素晴らしいですね。ジュリーさん、財務の複雑な仕組みについてご説明いただき、ありが

とうございました。ロータリーが財務を非常に保守的に管理し、私たちの資金を適切に管

理していることについて、ご意見をいただき、感謝しています。 

それでは、最後のウェビナーのセグメントに移りたいと思います。ロータリーのテクノロ

ジーに関する内容です。 

本日、ロータリーの最高情報責任者であるポール・ハイスマンさんにご参加いただきま

す。ポールさん、どうぞ。 

 

[ポール・ハイスマン] 最高情報責任者 

もちろんです。ローリー、ありがとうございます。音声は大丈夫です。よかったです。皆

さん、こんばんは。皆さんとこうしてお話できることをうれしく思います。 

 

[ローリー・マッカーシー 会員体験グローバルディレクター] 

完璧です。 



 

[ポール・ハイスマン] 最高情報責任者 

そして、私の心に最も近く、大切なトピックについて、さらに共有したいと思います。そ

れは、情報技術部門を主導することです。 

国際ロータリー内、また財団の支援において そして、スティーブとジュリーが私たちの

組織の独自性や複雑性について話したのを聞いたと思いますが、私は、国際ロータリーを

特に支援するテクノロジー環境、そして国際ロータリーの事業機能と運営の全体的な概要

をお話ししたいと思います。 

私は国際ロータリーに 4年間勤務しています。まだそれほど長い期間ではありません。 

しかし、私がここに来たときに気づいたのは、過去 10年ほどの間、私たちは多くの技術

的負債を積み重ねてきたということです。 

つまり、時間を節約するために多くの決定を行ってきたということです。 

その場しのぎの対応を繰り返し、それが長年にわたって積み重なっていったのです。 

私たちは、どのように近代化できるかというよりも、いかに迅速に製品や変更を市場に投

入できるかという観点で物事を考えることが多いのです。 

そして、この技術的負債は実際に時間をかけて積み重なり、将来のリワークやメンテナン

スのコストに跳ね返ってくるのです。 

ソフトウェア開発において、コードの品質よりもスピードや近道を優先するからです。 

システムアップグレードやインフラアップグレードを先延ばしにするといったこともそう

です。 このように、技術的負債は時とともに蓄積されていきます。 ですから、いずれは

それに対処する必要が出てくることは想像できるでしょう。 そして、今がまさにその時

であると言いたいのです。 

 

次のスライドに進みましょう。 

私たちは、データ品質に対処するための包括的なデータ管理戦略を優先している状況で

す。なぜなら、私たちが扱っているビジネスの中核はデータだからです。システム間のデ

ータ同期化を数多く行っていますが、これについては後ほど説明します。 

この技術的負債への対応も必要です。ですから、何を優先し、何に取り組むかについて、

バランスを取って決定しなければなりません。この技術的負債への対応と、時代に遅れを

取らないためのシステムの近代化を、バランス良く行う必要があります。 

会員とクラブをサポートするデジタルサービスの質を向上させます。 

世界規模で。次のスライド。 

このスライドは、私たちの ITインフラ全体を説明するために、これまでにも何度か使って

きました。 

このスライドを共有しているのは、このスライド上のすべての単語を本当に理解してもら

うためではありません。 



 
 

ロータリーの IT アーキテクチャーの複雑性を視覚的に示すためです。そして、ロータリー

を支えるさまざまなシステムです。 

画面に表示されているボックスは、それぞれが個別のシステムです。 

あるいは、国際ロータリー全体をサポートする機能です。 

そして、これらのボックスのそれぞれが、個別の機能やアプリケーション、サービスを提

供しています。 

 

中央にあるのが、ご覧になっている図の財務管理システムです。 

スティーブが言及したように、私たちは何十万件もの取引を処理しています。 

資金調達活動や会費請求書の受領を通じて、組織に流入する資金。 

また、ビジネス上の観点から請求書の支払い、あるいは補助金処理を通じて、組織から出

て行くお金もあります。 

 

その辺にあるそれぞれのボックスは、それぞれ異なる機能を持っています。例えば、ロー

タリーのウェブサイト（rotary.org）をホストするような機能です。 

あるいは、ロータリーのために私やロータリーが実施する募金活動。あるいは、補助金管

理システム。 

 

会員管理システムのようなバックオフィスシステムもあります。ご覧になっているこれら

の線は、それぞれのシステムへのデータの流れです。 

これらのシステムの一部はカスタムシステムであり、一部は SaaS ベースまたはサブスク

リプションベースのシステムです。 

それらを組織外で管理しています。しかし、データ品質とデータの高潔性を維持すること

がいかに重要であるかがお分かりいただけるでしょう。 

コアシステムは同じコアデータを共有しているからです。そして、管理するのは非常に困

難で複雑な作業です。 

私たちはさまざまな機能をサポートしています。そして、私たちの組織を動かしている統

計のいくつかについてお話したいと思います。 

私たちは 5000万ドル以上を集めています。これはすべて米ドルです。ちなみに、私たち

はオンライン寄付ページを通じて年間 5,000万ドル以上を集めています。 

そして、会費収入の 1,600 万ドル以上をオンラインで処理しています。 

私たちのオンラインの電子商取引取引件数は、年間 32万件以上です。 スティーブは私た

ちの助成金チームについて話しました。 

 

我々の補助金金チームは、スティーブのスライドで指摘されたように、さまざまな種類の

助成金をサポートしています。 



そして、彼は年間 3,000件以上の補助金、総額約 1 億 3,600万ドルについて言及しまし

た。さらに指摘すべき重要な点として、これらの補助金は通常、米ドルの小額な金額で

す。つまり、1万 5000ドル、2万ドルといった額です。 

1 億 3600万ドルの補助金を考えると、管理しなければならない補助金の数は膨大です。 

年間ベースで。そして、その多くは複数年にわたる補助金です。 

事務総長が使用している 146の異なる法人向けアプリケーションがあります。 

今朝、ご覧いただいた Adobe Acrobat Readerから Zoomまで、すべてです。18の異なる法

人向け製品ポートフォリオで管理されている、世界中のクラブをサポートする 11のデジタ

ル製品ポートフォリオがあります。 

専任の製品チーム クラブや地区の管理のようなカスタムアプリケーションです。 

ロータリークラブ・セントラル、奉仕プロジェクトセンター、ブランドセンター、補助金

管理。 

私たちの慈善活動システム。財務サービス rotary.org。マイ・ロータリー、ほんの一部で

す。私たちがサポートしているさまざまな製品について、ご理解いただけると思います。 

また、8つの公用語をオンラインと印刷の両方でサポートしています。 

そして、ご存知のように、私たちの国際的なイベントや会議でも頻繁に話されています。 

しかし、それは先ほど申し上げたすべてのアプリケーションに複雑さを加えることになり

ます。 

なぜなら、皆さんが地理的に、世界の中のどの地域にいるかによって、私たちは、皆さん

が世界のどこにいようとも、また、母国語や読解言語が何であろうとも、私たちのアプリ

ケーションを訪れる人々と同じ機能や特徴でサポートできることを確認したいのです。 

私たちは 46種類のデータ統合エンドポイントをサポートしています。  

ロータリー国際会員データを共有するロータリー国際会員以外の個人、個々の団体です。

Club Runner、DACDB、SEMDA、グレート・ブリテンおよびアイルランドのロータリー、

Roster on Wheels、その他多くのシステムのような第三者機関です。 

これらは、特定の地区やその地域のクラブを対象とした、ローカルまたは地域レベルで

運営されているクラブ・地区管理ツールです。ロータリーとロータリアンのすべてのデー

タについて、真実のデータソースを確実に維持したいと考えています。 

そして、これらの統合により、サードパーティのデータ統合業者から、毎月 650万件以上

の取引が処理されています。 

データ管理の体制が確立されている理由、そしてそれが私たちの業務にとって非常に重要

である理由がお分かりいただけたと思います。 

私たちは、ロータリーのすべてのデータについて、世界中のデータの真実の源でありたい

と考えています。 

ですから、私たちは自らを「行動する人々」と呼び、そうありたいと考えています。私

たちは、世界で良いことをする人々であり、一般的に、それは私たちの地域社会や世界の

地域レベルで適用されます。 

私たちが活動している地域です。ロータリーがマクロな視点でどのような存在であるかを

お話ししたいと思います。 

数年前、ジョンズ・ホプキンス市民社会センターからロータリーに特別な報告書が届きま

した。それによると、ロータリーの会員は毎年およそ 4,700万時間をボランティア活動に

費やしていると推定されています。 

このボランティア活動の経済的価値は、年間でおよそ 8億 5,000万米ドルと評価されて

います。 

さらに、ハーバード大学は、ロータリークラブが地元地域社会に現金で推定 11億 5,000万

米ドルを寄付したと判断しました。このデータは 2018年のものです。 

それに加えて、ロータリーでは、通常の会計年度中に約 4億ドルを集めました。 国際ロ

ータリーから見た私たちの組織の価値は、20億ドルを超える組織として評価されていま

す。ですから、私はこのことを指摘したいと思います。つまり、IT の観点から見ると、私

たちは一般的に、非営利かつ慈善事業を基盤とする組織であると自らを呼んでいます。し

かし、実際にはビジネスという観点から見ると、私たちは 20億ドル規模のグローバル企

業です。テクノロジーとシステム環境において、私たちは、自分たちをそのような存在と

して見る必要があります。なぜなら、私たちが実際にサポートしているのはそのような存

在だからです。 



私は IT 業界で数十年間働いてきました。キャリアの前半は、多くのグローバル企業が属す

る営利目的の分野で働いていました。 

そして、私たちがサポートしている非常に類似したシステムと同等であると申し上げるこ

とができます。 

同じシステム、つまり、これらのグローバル企業がサポートしているエンタープライズシ

ステムです。ですから、IT の観点から見ると、その領域で自分たちを考えることは、少し

複雑になります。 

それでは、ローリー、私たちの ITインフラの概要を共有する機会をいただき、本当に感謝

しています。質問はまた後ほどお願いします。ありがとうございました。 

 

[ローリー・マッカーシー 会員体験グローバルディレクター] 

素晴らしい。ポール、どうもありがとう。あなたのスパゲティ・ダイアグラムが大好きで

す。ロータリーを運営し、うまく機能させるために、あなたとあなたのチームがどれほど

努力しているかがよく分かります。 

それでは、最後の質疑応答セッションを始めます。画面の下部にある「Q&A」ボタンをク

リックして、テクノロジーに関する質問をお寄せください。 

また、本日中に質問にお答えできなかった場合は、ウェビナー終了後に必ず回答いたしま

すので、どうぞご安心ください。 

その情報をお伝えいたします。ここで少し中断して、何か質問がないか確認します。 

ああ、質問があるようです。ポールさん、最初の質問は、私のロータリーコンテンツに関

する会員からのフィードバックについてです。 

それをどのようにしてサイトの改善に役立てているのでしょうか？また、ラーニングセン

ターについても同じことが言えるのでしょうか？ラーニングセンターの利用方法に関する

フィードバックはあるのでしょうか。 

 

[ポール・ハイスマン] 最高情報責任者 

ええ、ノラ・ゼイのゼネラル・マネージャーの下に、参加者エクスペリエンスグループ全

体があります。そして、ユーザーエクスペリエンスまたは参加者エクスペリエンスグルー

プが定期的にメンバーのフィードバックを募っています。 

また、ウェブサイト上にもフィードバックのリンクがありますので、いつでもフィードバ

ックを提供することができます。 

ですから、私たちは常に、私たちが下す決定が、ユーザー体験の全体的な向上につながる

ものであることを確認しています。 ですから、私たちはそれを奨励しています。 

 

 

[ローリー・マッカーシー 会員体験グローバルディレクター] 

素晴らしい。ポール、どうもありがとう。ポールへの質問が他にないか確認します。 

しばらく待ちましょう。もしなければ、ガバナンスに関する質問をジュリーまたはスティ

ーブに数分間受け付けます。少しお待ちください。 

わかりました。ポールさん、もう 1つ質問があるようです。 

RIのウェブサイトについてです。まだ反応が遅く、時間がかかると感じているようです。 

そして、長年にわたって改善されていないと感じているようです。そこで、ウェブサイト

をより使いやすく、より素早く対応できるようにするためにどのような取り組みを行って

いるのか、少しお聞かせ願えないかと考えています。 

 

[ポール・ハイスマン] 最高情報責任者 

ええ、もちろんです。このウェブサイトはグローバルなウェブサイトであり、世界中のさ

まざまな地域からのアクセスを改善するために、当社のウェブサイトのコピーを世界中の

複数のシステムで活用しています。 

ウェブサイトが遅いという話を耳にすると、私はいつも、それが世界のさまざまな地域か

らアクセスされているのかどうか、また、その地域で実際にウェブサイトを配信する方法

を検討する必要があるのかどうかを考えてしまいます。 

原因は 1つの場所にあるわけではありません。このウェブサイトと世界のさまざまな地域

の間には、多くの要因があることが分かりました。 



また、さまざまなインターネットサービスプロバイダを経由する必要もあります。 

遅延です。当社がほとんど制御できない地域では、このようなことが起こり得ます。 

しかし、速度とパフォーマンスの観点からお話しすると、当社は世界中のさまざまな地域

から当社ウェブサイトのパフォーマンス基準を厳しく維持しています。 

ログイン・ページやさまざまなコンテンツページの応答時間に関する統計データも取得し

ています。もし世界のどこかの地域で遅延が発生しているようでしたら、ぜひお知らせく

ださい。そうすれば、もう少し詳しく調査することができます。 

追跡するのは非常に難しいです。なぜなら、特定のポイントしか把握していないからで

す。私たちが定期的にモニタリングしている世界全体を通してです。ローカルの観点で

は、ウェブサイトは期待される範囲内で動作していることは分かっています。 

ですから、具体的に世界のどの地域で遅延が発生しているのか、また、どの部分が遅いと

お考えなのか、ぜひお聞かせいただきたいところです。 

 

コンテンツの問題もあると思います。 

そして、それは全体的なユーザー体験にも関係してきます。コンテンツが適切でないとい

う意見を耳にしました。 

ラーニングセンターやブランドセンターなど、18種類の異なる製品ポートフォリオについ

てお聞きしました。 

ロータリー独自のコンテンツ、国際大会のサイトなどがあります。 

ご自身や所属地区にとって関連性の低いコンテンツが掲載されているサイト内の特定のコ

ンテンツやエリアについて、定期的にアクセスされますか。 

私たちはそのようなフィードバックを歓迎します。ですから、皆さんやそれぞれのクラ

ブ、地区の皆さまにも、ぜひ私たちにフィードバックを提供していただき、それを評価さ

せていただきたいのです。 

そして、皆さまのニーズを満たすために、そのコンテンツを継続的に改善していきたいと

考えています。 

 

[ローリー・マッカーシー 会員体験グローバルディレクター] 

素晴らしいですね。ポール、ありがとうございます。繰り返しになりますが、皆様からの

フィードバックをいただくことで、改善につなげることができます。本当に感謝していま

す。 

 

[ポール・ハイスマン] 最高情報責任者 

そうですね。 

 

[ローリー・マッカーシー 会員体験グローバルディレクター] 

他に質問がないか確認します。まだ少し時間があります。 

ポール、少しお話いただけますか。ジュリーに電話して、私のロータリーに年間でどれく

らい費やしているかについてお話いただく必要があるかもしれません。 

 

[ポール・ハイスマン] 最高情報責任者 

ええ、お話しできます。大まかなレベルで、お話しできるのは、私が言及した 18の異な

る製品チームについてです。それらの製品それぞれについて、非常に詳細な予算を立てて

おり、それらの製品をサポートするために、毎年評価を行っています 

それらの製品です。つまり、資金調達活動から、ラーニングセンター、トラベルセンタ

ー、国際大会サイトなどを含む my rotaryウェブサイトまで、すべてです。 

これらの各サイトには、それぞれ別の予算が割り当てられており、私たちはその予算を管

理し、いくつかのことを確実に実行しています。第一に、私たちは、そのサイトをホスト

し、サポートし、新しい機能や性能を開発するための妥当なコストを維持しています。 

そして 2つ目は、当社のテクノロジーを統合し、テクノロジー・アーキテクチャを簡素化

して、当社のアプリケーションやサービス全体で多くのコンポーネントを再利用できるよ

うにするという取り組みです。 

つまり、独立したコンポーネントや機能を持つ独立したサイトではなく、それらの機能を

サイト間で共有しているのです。 



ブランディングサイトやログインなど、そういったものの多くがそうです。 

その方法でアプローチすれば、コストを抑えることができます。 

つまり、ジュリーが言及したように、彼女の代弁をするつもりはありませんが、私はこれ

らの製品やサービスの予算編成プロセスに深く関わっています。そして、私たちはその均

衡予算に制約されています。ですから、私たちは毎年、厳しい決断を下さなければなりま

せん。私たちは通常、やりたいことのすべてを行うことはできません。 

 

なぜなら、その余裕がないからです。予算の範囲内には収まりません。なぜなら、私たち

は業務のサポートを維持しなければならないからです。 

ですから、優先順位付けのプロセスを行っています。今年度の優先事項や実現可能なこと

と、来年度以降のロードマップに盛り込むべきことの区別を理解しています。 

私たちは、いくつかの項目や改善点を対象とした複数年にわたるロードマップの構築をう

まく進めてきました。 

 

 

[ローリー・マッカーシー 会員体験グローバルディレクター] 

ポール、どうもありがとう。本当に感謝しています。最後に 1つだけ質問させてくださ

い。ポール、よろしければ、審議会と立法に関する質問がありますので、スティーブ・ル

ートバーグの話に戻りたいと思います。 

 

スティーブは質問に答える機会がありませんでした。スティーブ、よろしければ、理事

会の人頭分担金提案に関する質問があります。 

47 号案が取り下げられ、48号案と 49号案です。この 3つの項目について、その背景にあ

る考え方について少しお話いただけますか。 

 

[スティーブ・ラウトバーグ（Steve Routburg）] 法務顧問 

はい、しかし、最高財務責任者のジュリー・バークに説明してもらうのが良いでしょう。 

彼女なら本当に理解しているでしょうし、それらの項目が財務に及ぼす影響について、よ

り詳しい情報を提供できると思います。 

お伝えできるのは、実際には、理事会には現在、審議会に提出されている制定案第 49

号案のみがあるということです。 

しかし、ジュリーさんを困らせてしまい申し訳ありませんが、財務面については、ジュ

リーさんの方が詳しくお答えいただけるかもしれません。宜しくお願いします。 

 

[ジュリー・バーク] 最高財務責任者 

はい、問題ありませんよ、スティーブ。では、なぜ 3つの制定案が提案されたのかという

質問ですが、率直に言えば、ほとんどの組織が実際そのような方法で運営しているという

理由で、47号案について議論があったことをご存じだからです。 

会費や料金の設定について言えば、他の類似した組織を考えてみましょう。 

組織のニーズと、組織の内部および外部の現在の環境に基づいて、年単位で決定します。 

しかし、その時点では情報を公開し、それがなぜ重要なのかを理解してもらうのは非常に

難しいだろうという認識がありました。 

そして、スティーブが先ほど言及した 48号案という中間的なものも廃止されました 

この案は、規定審議会が会費を継続的に設定する一方で、理事会が会費を調整する権限を

持つというものです。 

これは、（ロータリーが置かれている）独特な状況においては、会費は 4年も前から設定

されているため、1年でさえ多くのことが起こり得るのに、ましてや 4年ではなおさらで

す。ですから、理事会が一定の範囲内で調整できる権限を持つようにしたのです。  

しかし、従来の会費と 47号案および 48号案に関するその他の考え方は、理事会が組織の

現状にうまく対応できる立場にあるということです。  

私たちは戦略について話し合い、投資が必要な分野を把握します。例えば、テクノロジ

ー分野の会員数を増やすための取り組みなど、ポールが話した多くのことについて、彼ら

は会費を設定するために必要な深い理解を得るのに最適な立場にあるのです。 



これが 47号案と 48号案の理由です。しかし最終的には、現時点では組織としてまだそ

の準備ができていないという認識に至り、従来の会費値上げという方法に踏みとどまるこ

とになりました。それが 49号案です。 

 

 

[ローリー・マッカーシー 会員体験グローバルディレクター] 

ジュリー、どうもありがとう。ポール、スティーブ、ありがとう。 

それでは、尊敬するリーダーにバトンタッチします。 

理事のミック水野さん、ここから宜しくお願いします。有り難うございます。 

 

[RID Mick Isao Mizuno] Miku 水野 功 
 

閉会挨拶  

 

 
 

[ローリー・マッカーシー 会員体験グローバルディレクター] 

ミック・ディレクター、本日はご参加いただき、また、集まる目的を明確にしていただ

き、誠にありがとうございます。また、改めて、皆様からのご意見をお聞かせください。 

ですから、もし何かございましたら、本日お答えできなかったご質問をいただくために、

もう 1分時間を取らせていただきます。 

しかし、皆さんの時間を尊重したいとも思っています。ですから、1分間時間を取りま

す。そして、皆さんにお礼を申し上げたいと思います。それでは、良い夜をお過ごしくだ

さい。 

お元気で。さようなら。 

 

[RID Mick Isao Mizuno]  
ありがとうございます。良い一日を。ありがとうございました。 

 

[ローリー・マッカーシー 会員体験グローバルディレクター] 

ありがとうございます、ディレクター。 

退出したい方がいればどうぞ退出してください。すべての質問とフィードバックを確実に

収集するために、私はこのままにしておきます。 

人々が私たちと共有したいと思っていること。 

 

 

 

 



2023-24年度年次報告 
 

 
 

国際ロータリーの収入  129,654,000米ドル 日本円換算で約 194億 5千万円 

 

ロータリー財団の収入  467,130,000米ドル 日本円換算で約 700億 7千万円 


